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1
【資料３】
地域子ども・子育て支援
事業の総括評価報告書

Ｐ１
地域子育て支援拠点事業
（子育て支援センター）

「地域子育て支援拠点事業（子育て支援セン
ター）」の対象は、Ｒ１より未就学児までが対象に
なったのに、量の見込みがＨ３０より減っているの
はなぜか。また、実績量もＨ３０から３７２人しか
増えていないのはなぜか。

平成３０年度、すべての子育て支援センターで利用
人数が減少しました。その要因としては、芹沢公園
の全面開園や大型ショッピングモールの出店等によ
り、利用者の分散化があったものと考えています。
令和元年度の量の見込は平成３０年度の利用状況を
基に設定されるため、このような結果になっていま
す。

子ども政策課

2
【資料３】
地域子ども・子育て支援
事業の総括評価報告書

Ｐ２ 養育支援訪問事業

「養育支援訪問事業」の決算額が予算額に比べ毎年
大幅に低いのはなぜか。

養育支援訪問事業は誰もが利用できるサービスでは
なく対象は限定的です。児童虐待相談件数が増加傾
向にあったため、同事業による支援が必要な家庭の
増加を想定した予算額としています。予算面から導
入できないということは避けなければならないた
め、執行残となっています。

子ども政策課

3
第２期座間市子ども・子
育て支援事業計画

Ｐ５８ ３号認定（１・２歳）

確保方策について、一時預かり事業（幼稚園型Ⅱ）
の導入を促し～とあるが、具体的にどんな方策か。

幼稚園において、保育を必要とする２歳児の受け皿
として定期的な預かりを行う事業です。 保育課

4
第２期座間市子ども・子
育て支援事業計画

Ｐ６８ 病児・病後児保育事業

平成３０年度の実績からみて、令和２年～６年度の
８８０人超の対応は２か所で担うことができるの
か。

２施設で８８０人超の確保は可能と考えています。

保育課

5
第２期座間市子ども・子
育て支援事業計画

Ｐ６３ 養育支援訪問事業

平成３０年度実績８人が、令和２年～６年度各２人
と少なくなっているが２人としたのはなぜなのか。

養育支援訪問事業は平成２８年度から実施してお
り、令和２年度以降の見込みの推計は過去の事業実
績の平均値としています。確保量については平成３
０年度の実績を基に算出しています。

子ども政策課

6
第２期座間市子ども・子
育て支援事業計画

Ｐ６９
放課後児童健全育成事業
（児童ホーム）

・令和２年、３年度の量の見込みに対する確保量の
不足▲はもっと早く対応できないのか。
・実施か所数は増やす方向だが、一か所あたり約５
０人は密ではないか。

令和２年度における確保量の不足への対応は実施し
ていません。令和３年度については新設する施設の
定員等により対応できる場合があります。
また、児童ホームの定員は、市の基準を上回る児童
一人あたりの面積を確保しています。

子ども育成課

7
第２期座間市子ども・子
育て支援事業計画

Ｐ７０
実費徴収に係る補足給付
を行う事業

文房具等は広く市民に呼びかけ寄付を募ったらどう
か。家庭に眠っているものがあると思う。

本事業は園に対する補助事業です。
日用品や文房具等に関しては、主に園で指定された
物品となっています。 保育課

8
【資料４】次世代育成支
援（子育て支援）行動計
画の総括評価報告書

Ｐ４ 小児医療費助成

令和２年８月現在で、小児医療助成対象者に所得制
限があるが、神奈川県内の多くの市では、中学卒業
まで所得制限なし、あるいは通院１回５００円など
の一時負担金、現行児童手当適用などの措置をとっ
ている。また、座間市で平成３０年度に行ったアン
ケート調査結果（Ｐ７９）によると医療制度に不満
を持つ意見が２２票あった。保育園や児童ホームな
ど少しずつ改善されてきているので、小児医療助成
費も是非「所得制限なしの実現」を要望する。

所得制限を導入している理由として社会的に厳しい
立場の置かれている方に助成をするという基本的な
考え方に立ち実施をしており、資力のある方には応
分の負担を頂いております。

医療課
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